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労働者の目

反原発闘争と一体で
10・１外注化阻止へ

辻川 慎一
代表運営委員
動労水戸副委員長

　私の父は、坑夫だった。発破の名人だった
と自慢する時の顔は、誇らしげだ。私が小学
生の頃、その父と母親が固唾を飲んで深く静
かにテレビを見ていたシーンを思い出す。炭
鉱事故のニュースである。総資本対総労働の
闘いと言われた三井三池闘争をその指導部に
よって敗北に導かれたあと 、60 年代から 70
年代は炭鉱事故の続発で多くの労働者の命が
奪われ、その家族を破壊した。殺された炭鉱
労働者の姿とその家族の慟哭は、父と母と私
の姿であったかもしれないのだ。「石炭から
石油へ」を抵抗できない流れのように描き、
労働者の団結と生命を破壊した資本は、今や
膨大な石炭を輸入している。これを進めた人
間と原発を進めた人間、そして国鉄を分割・
民営化した人間は重なっている。そして、そ
のインチキを労働者に飲ませてきた労働運動
指導部の系列も同じだ。
　動労千葉は、６・29 判決をもって分割・
民営化反対闘争に関わる、すべての解雇の不
当性を認めさせた。外注化阻止と共にまぎれ
もなくここに戦後労働運動の転換がある。
　ところで、３・11 郡山集会から７・16 代々
木公園 17 万人に至るかつてない反原発闘争
の高揚は、戦後的支配構造の欺瞞を人びとの
根底的怒りが突破し始めたことを示してい
る。そしてそれは、職場と街頭の闘いの分離、
資本との直接的闘いと政治闘争の歴史的分離
の根底的突破を迫っている。また、そこで展

開されてきた議会や組合役員による「代行主
義」にある労働者蔑視を粉砕してくことを求
めている。
　外注化阻止決戦とは、６・10 国鉄全国運
動と７・16 を受けて戦後日本労働運動を根
底から変える挑戦だ。果たして、日本労働者
階級とりわけ青年が階級的に立ち上がれるの
か否かをかけた決戦である。ブルジョワの金
の系譜に対する、階級の歴史的系譜の死闘を
労働組合をめぐり闘争するのだ。
　したがって、この闘争は日本労働者階級と
大衆の命運を賭けた闘争である。三井三池を
見るまでもなく、その敗北には無数の屍と慟
哭が待ち、その勝利には命の根底的輝きが産
み出される。したがって、国鉄を先頭にすべ
ての産別において根底的転換に立ち上がる決
戦である。自ら闘うことで被災地、そして福
島を支援し抜く決戦である。

検修構内外注化阻止！　闘う労働運動
の復権をめざす７・14 動労千葉総決
起集会（千葉市・生涯学習センター）
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　７月 22 日、千葉県労働者福祉センターで
開催された 2012 年度動労千葉を支援する会
定期全国総会での提起（要旨）を掲載します。

 解雇撤回へ新たな展望を切り開く
　まず６・29 鉄建公団訴訟の判決について
提起します。本当に 25 年にも及ぶ苦闘が裁
判所をここまで追い込んだということです。
４・９政治決着に屈せず、国鉄闘争全国運動
を立ちあげて、絶対負けない、解雇撤回まで
闘うと積み上げてきた力がこういう判決を出
さざるをえないところまで追い込んだという
ことです。非常に短い言葉でこの中身を表
した言葉があります。「画期的な反動判決」

（笑）。これは関西生コンの高英男さんの言葉
です。
　判決は、不採用基準そのものが改革労協（現
ＪＲ総連）と結託した不当労働行為であった
こと、そして名簿に登載されていればＪＲ東
日本に採用されていたことを認めました。４
者４団体の判決では、本州で解雇された方々
は、停職という不採用基準に基づいてこれは
合理的だと言われて、いずれも敗訴です。こ
こをこじ開けたという意味では画期的です。
それにもかかわらず解雇撤回をしない矛盾に
満ちた判決。反動判決と言わざるを得ません。
　いずれにせよ、採用過程の差別における不
当労働行為が認められたことは闘いを展開す

る上で一歩を切り開いたと思いますし、４者
４団体の判決をのりこえたことは非常に大き
いと思います。当然私たちも控訴しますし、
敵の側も控訴するでしょう。これから高裁、
最高裁と運びますが、解雇撤回まで勝ちきる。
その原動力はわれわれ動労千葉の職場からの
闘いと、この 1047 名闘争、国鉄闘争全国運
動の飛躍の一点にかかっています。この判決
を契機に全国に打って出る。４・９政治決着
のなかで、国鉄闘争の火を消しちゃいけない
という一点の思いで全国運動を立ち上げ、物
販も継続してきたわけです。ここで負けず頑
張ってきた。闘えば勝てるという展望を訴え
て全国に飛び回っていただきたい。そうすれ
ば、またさらなる飛躍が勝ちとれるし、本当
に解雇撤回をつかみとることができると確信
しました。
　今まで４者４団体派の側にいた方々に対し
ても勝利の展望を示せたと思います。そうい
う人たちに対しても訴えていく姿勢が必要で
す。新たな呼びかけ人の方の決起など、今ま
でとは様相の異なる事態が生まれています。
徹底的に反転攻勢のチャンスと捉えきってこ
の運動の前進を勝ちとっていきましょう。

 外注化阻止決戦の展望
　次に何と言っても外注化決戦です。今の日
本の労働者の現実は、国鉄分割・民営化を契

鉄建公団訴訟６・29 判決と外注化阻止
決戦の地平をつかみ、
反転攻勢―組織拡大へ！

長田 敏之　動労千葉書記長
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機に徹底して労働組合が破壊されて、その新
自由主義攻撃の核心部分として外注化があら
ゆるところで強行されるなかでもたらされた。
　外注化に対して労働組合が反対するのは当
たり前の話です。資本が儲けるためにやるわ
けです。自ら働くところが外注化され、転籍
まで行き着く攻撃です。にもかかわらず、な
んで日本の労働者がここまで民営化・外注化
によって非正規職に落としめられて今の現実
ができたのか。あらためてここを問い直す必
要がある。これはもう労働組合がどういう立
場をとったか、それ一点に尽きます。労働組
合が労働者の立場にたって反対闘争をやれば
こんなことは簡単にできる話ではないわけで
す。それを動労千葉が証明しているわけです。
外注化攻撃が提案されてすでに 12 年経ちま
す。シニア制度という問題と一体となった中
身で外注化提案がされて、これを認めたらど
うなるんだと議論しました。60 歳定年を迎
える組合員の再雇用という問題と両方を突き
つけられたわけです。そのなかで腹を固めて
闘ってきた。検修構内の外注化は、千葉が進
まないのはもちろんのこと、全国的にも大し
て進まなかった。この 10 年で、01 年に提案
された部分の外注化が全国で 300 名程度と言
われています。そういう形で止めてきた。
　外注化決戦を動労千葉は最大の課題として
核心に据えて闘ってきました。組合員を強制
出向に駆り立てさせないことはもとより、大
きくは日本の労働者がここまで貶められた状
況に対して労働組合が反撃すればここまでで
きるんだということをこの闘いをとおして勝
利をつかんで全国に示そうと決意してきまし
た。うちのある支部長が、この動労千葉の外
注化阻止の闘いは労働者の未来をかけた崇高
な闘いなんだという素晴らしいことを言いま
した。うちの支部長も大したもんだなと（笑）。

そういうものとして組合員が捉えているとい
うことです。ここに最大の勝負をかけてきた
んです。
　が、しかし、会社の側も必死です。まず昨
年、京葉車両センターの構内の２日勤の外注
化が６月 10 日に提案されました。千葉で何
としたって実績をつくらなきゃいけないとい
う一点での提案だったわけです。2009 年秋
に全面外注化提案がなされた際、動労千葉は
偽装請負問題で追及をしました。その途端、
交渉が止まった。会社も焦った。２日勤もで
きなくて１日勤だけこの１月に強行しました
が、全面外注化は４月１日もできなかったわ
けです。
　この過程で、動労千葉はもちろんですが、
東労組の平成採が立ち上がったわけです。東
労組は現場を嘘とデタラメでごまかしてき
た。外注化されて出向に出されても帰る場所
はあるんだと嘘を言ってきた。それを徹底的
に暴露して実態はこうだと現場で訴えかける
ことを通して、平成採も「これはちょっとお
かしいぞ」と一定わかったわけです。それで
職場の反乱が起こった。そこで、京葉車両セ
ンターで強行したら、どんな反乱が起こるか、
会社も東労組も確信が持てなかった。そうい
うなかで４月１日実施が頓挫した。

 敵の矛盾とＪＲ東労組を使った策動
　そこででてきたのが大きくは東労組の革マ
ルです。会社は、このかん明確に東労組の切
り捨てのスタンスで動いてました。革マルの
牙城は運転職場なんですが、ここに会社はあ
からさまな差別を行い始めた。今まで職場の
講習室を東労組が会議とかで使っていたの
を、会社がいろいろ理由を付けて貸さないと
か。しかし会社も、外注化がなかなかできな
いなかで最後に東労組を使い切ってやろうと
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に伴って休日増とか賃金が多少上がるという
ことが将来的には実現するかもしれませんね〟
みたいなことを言っているだけです。一時金
の支払いなんて一言も言ってない。
　６月 29 日には仙台支社で提案が出され、
新潟、水戸でも７月に入って提案されてきて
います。千葉では、７月 17 日昼に出すなん
てことが言われていたわけですが実際は出せ
なかった。（７月 24 日に 87 名の要員削減を
提案）10 月１日、全社一斉一括提案と言っ
ていて実際はこんなバラバラ。矛盾だらけで
す。しかももう期間がない。10 月１日に向
けてギリギリの攻防線になっているとみてお
く必要があると思います。
　交渉の中身に触れておきますけれども、動
労総連合の交渉の中で、会社は露骨な偽装請
負のことを言っています。特にＪＲ本体から
の直接指示という問題では、構内入換で信号
所からの通告という問題。これも作業指示に
明確にあたるわけです。当初は、「連絡だ。
指示や通告じゃない」と言っていたんですけ
れども、開き直って「ＪＲからの通告による
開通もふくめて契約になっているから問題な
い」などという言い方をし出したわけです。

「これを会社は違法じゃないと判断した」と
いう。こんなことを言ったらそれこそ何でも
ありじゃないですか。そして〝９月 30 日ま
ではグループ会社には技術経験はないが、10
月１日に契約すれば業務委託できる体制が整
うので委託できる。技術経験がある人が出向
して作業ができる体制ができるので、技術経
験がある会社になり、結果論として体制が整
うので問題がない〟。こんな開き直り、めちゃ
くちゃ、偽装請負そのものです。「専門家に
相談したのか」と言ったら「これはＪＲ独自
の判断です」だって。そりゃ相談できないよ
ね、こんなの（笑）。この出向によって単な

考えたんでしょう。そこで東労組と会社の思
惑が違っても、一定の結論が出た。それが４
月の後半です。あからさまな東労組排除につ
いて会社側が一定の整理をした。〝これは会
社本体としてやったわけじゃない。運輸車両
部の中でそのようなことがあったことは事実
としては認めます。今後は留意します〟と言っ
た。東労組もそれで関係が一定修復したと捉
えて手打ちになった。そこから話がトントン
拍子です。
　５月 14 日に東労組が申し入れをする形で
事態が動き始めました。はなっからの出来レー
スで、会社側の修正提案を東労組が受け入れ
て妥結。修正提案の中身は何も変わっていな
い。機動班業務、そこを委託対象から外した
とか、構内計画業務も全国で 21 カ所を外し
て、それ以外の部門も１年間先送りしたとい
う中身です。にもかかわらず、この修正提案
は成果だと言い出すわけです。動労総連合の
交渉の中で会社は〝将来にわたって委託しな
いということではない〟とはっきり言ってい
るわけです。計画部門だって委託対象である
ことは間違いない。たんに 10 月１日実施か
ら外しただけです。結局すべて丸投げ的な外
注化まで行き着くことがはっきりしています。
許せないことは東労組は交渉速報で年間休日
の増や賃金の増だとか、ひどいのは一時金の
支払いまで確認したと言っているわけです。
動労総連合の交渉では、会社は、「そんな回
答なんか一切していない」「どこからそんな
話が出てきたんですか」と。確かに年間休日
増や賃金増の問題を東労組は要求していまし
た。でもこれは別会社の話です。それをＪＲ
東日本が言ったらあからさまな偽装請負でしょ。
だからそんなことを言えるわけがない。会社
は〝検修部門を外注化にすれば今掃除しかやっ
ていない整備会社が一定の体力がついてそれ
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る労働力の提供でしか成り立たない業務委託
は偽装請負そのものであり違法行為だという
ことが明確になってきたと考えます。

 組織拡大を軸に 10・１外注化阻止へ
　これに対して私たちはどう闘うか。仙台の
提案では８月１日から出向に対する個人への
説明を始めると言っています。千葉でも始ま
ることは明らかです。その場合にはストライ
キに打って出る方針で臨みます。また、交渉
による徹底した追及をやります。今現場から
のいろいろな問題を整理して交渉の中身とし
て準備をしています。われわれ動労千葉の組
合員に出向をかける場合は、もう強制出向し
かないわけです。出向というのは一定の基準
があるわけです。労働条件が低下しないとか、
ちゃんと戻れる場所があるとか。今回はめちゃ
くちゃです。労働条件は、千葉では、千葉鉄
道サービスが年間休日が本体より５日少ない。
それだけで労働条件の低下です。そして戻る
場所はないわけですよ。そういう点でもこう
した出向は違法だと追及していきたい。さら
に外注化の強制出向に対する差し止めの仮処
分という形で訴訟を起こす準備を始めていま
す。阻止に向けて考えられる、ありとあらゆ
る闘いをつくっていこうとやっていて、訴訟
もそのひとつですけども、最大の核心は組織
拡大です。
　７月 19 日には京葉車両センターで国労か
ら１名組織拡大を勝ちとりました。７月 14
日に千葉で外注化阻止に向けた動労千葉の総
決起集会を開催しましたが、その過程で会社
が一番恐れていたこともそこです。勤労課が

「この集会でなんかサプライズがあるんです
か」って。動労千葉が組織拡大を発表するの
かと非常に気にしているということです。だ
から組織拡大が最大の力関係になる。この外

注化決戦のなかで 20 名を超えるぐらいの組
織拡大を実現してきました。昨年、青年部を
再建しました。この過程で二桁の青年部にし
ていきたい。
　日本の労働運動は、その歴史のなかで資本
と正面切って闘い抜いて組織拡大を実現した
経験がない。この現実のなかで動労千葉が外
注化と真正面から立ち向かって組織拡大を始
めたときに、動労千葉は本当の意味で労働運
動に大きな影響を持つようになると思ってい
ます。またこの民営化・外注化による非正規
職化の問題は、大きくは労働組合がこれとま
ともに闘えなかった歴史によるわけですが、
われわれがこれを貫徹して闘い抜けば、今ま
での日本の労働運動のあり方をすべて覆す地
平を切り開けると考えています。
　強制出向をめぐる集団訴訟の闘いもそれ自
身、大きな意味を持つものです。いまだかつ
てこんな形で集団訴訟をやった経験は日本の
労働運動の中ではないはずです。
　すべては組織拡大の実現ができるか否かに
かかっています。平成採が決起してくる展望
も生まれています。ここに賭けきってこの熱
い夏の決戦に臨んでいきたい。
　支援する会の課題も同じです。組織拡大で
す。ここ一点に焦点を絞って決起していただ
きたい。動労千葉も職場から総決起をつくり
あげていくことを決意して、私からの提起に
代えさせていただきます。

動労千葉を支援する会総会（７月 22
日　千葉県労働者福祉センター）
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　９月橋下打倒大集会を呼びかけている３人
の大阪の労働者からのアピールを掲載しま
す。

 被災地で起きている現実の中に、橋下
 「大阪都構想」の正体が示されている
　被災地の自治体では、市町村合併や民営化
により３・11 以前から要員不足が蔓延して
きた。そして３・11 以後、「被災で財源がな
いから」という口実でさらに要員を削った結
果、残業時間が当たり前のように 100 時間を
超えている。要員不足による業務の遅れの中、

「被災関連死」が 1600 人を超えても復興住宅
はいまだに１％しか建設できていない。
　この「復興の遅れ」に対する怒りはすべて
現場に殺到する。矛盾のすべてを現場労働者
が負わされ、仙台市職員は５割が抑うつ状態
に追い込まれている。そうやって病気や自主

退職に追い込み、結果として業務が回らない
ことを口実にして民営化を強行する。
　特に福島県の自治体労働者は、政府の「安
全キャンペーン」のもと、被曝対策もろくに
とられず、土日も構わず駆り出され、現場で
は被曝に責任をとらない行政に対する住民の
怒りと直面させられている。
　これが３・11 のさなかに日本経団連と民
主党政権が一体になって開始した「復興特区
構想」が生み出している現実だ。「産業特区」

「水産特区」「医療特区」による民営化や株式
会社参入、そして労働者のアジア並み賃金へ
の引き下げを提案し、原発は再稼働しろとい
うのだ。２万人を超える死者・行方不明者、
福島原発事故により 40 万人が避難を強制さ
れているときに、金もうけの算段しかしてい
ないということだ！
　被災地の自治体で行われていることはもは
や殺人に等しい。そして「復興特区構想」と「大
阪都構想」はまったく一体だ。この現実を見
たときに、橋下のいう「民間でできるものは
民間に」「市民のために競争を」が何を意味
するのか。金もうけにならないものはすべて
切り捨てるということであり、そのために職
員を非正規化し、奴隷のようにこき使おうと

橋下の公務員バッシングに、自治体・教育労働者は胸をはって闘おう！
民営化・道州制・労組破壊を許すな！　全員解雇の橋下改革絶対反対！

９月橋下打倒大集会に全国
から集まろう！

橋下－当局、闘わない執行部
への怒りを形に！

 赤田由行 大阪市職員労働組合
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いうことだ。
　しかし、労働者はいよいよ動き出した！　
首相官邸前 20 万、７・16 代々木公園 17 万
の決起は、反原発を契機とした〝もうだまさ
れてたまるか〟〝声を上げなければ殺される〟
という、新自由主義に対する青年労働者の怒
りの爆発だ！　それは野田に賛辞を送る橋下
への怒りそのものであり、自治体労働者が橋
下打倒の旗を鮮明にうち立てたとき、大阪中
之島を埋め尽くすような青年労働者の決起が
必ず始まる。

 体制内労働組合の屈服が橋下を支えている
　問題はただ一点、闘う労働組合の問題だ。
すでに「教育基本条例」「職員基本条例」「大
阪市労使関係条例」「政治的行為制限条例」
などの解雇攻撃が次々と始まっている。そし
て地下鉄・バス、市立病院、上下水道、ゴミ
収集、保育園・幼稚園の労働者は「民間に転
籍」、市職員の３割弱にあたる約１万人は非
公務員化という大民営化攻撃が宣言されてい
るにもかかわらず、組合執行部から提案され
る闘いの方針は裁判や労働委員会提訴のみ。
大阪市交通労組は最大 19％、大阪市労連は
現業への最大 25％という大幅賃下げに屈服。
現場の仲間の顔を思い浮かべたときに、一体
どうしてこんなものを妥結できるのか！
　そのなかで、組合幹部のデタラメぶりが極
まっている。「マイカー通勤」で停職３カ月、

「喫煙」で停職１カ月と、明確に解雇を目的
とした処分攻撃が吹き荒れているにもかかわ
らず、「職員基本条例で決まっているから仕
方がない」と闘いを放棄している。
　節電攻撃による「休憩時間変更」も「節電
効果は示されていない」（大阪市職幹部）の
に受け入れる。「民営化は悪いことばかりじゃ
ない。公務員にしかできないことを一生懸命

やっていこう」（大阪市従幹部）などと民営
化推進の立場が組合幹部から平然と表明され
る。こういう労働組合幹部の屈服があって初
めて、橋下がのさばっているに過ぎない。

 「当たり前の労働組合」を取り戻し、
 橋下を打倒しよう！
　大阪市の労働者の中に闘う労働組合を復権
することができれば、橋下は打倒できる！
　動労千葉のストライキは、組合の違いを超
えてＪＲ青年労働者の怒りを解き放った。そ
して４・１外注化を阻止し、６・29 判決で
国鉄分割・民営化によるＪＲの不当労働行為
を認めさせた。さらに「10・１外注化阻止」
に向け、国鉄分割・民営化以来の労働運動の
後退の歴史を、すべてひっくり返す歴史的挑
戦が始まっている。
　「闘っても勝てない」という連合幹部の振
りまく悪しき常識に、今こそ終止符を打と
う！　資本家の全重圧がかかろうとも、労働
者は勝てるのだ。ＪＲで始まったこの歴史的
事態と一体で、大阪市の労働者は橋下打倒―
民営化絶対反対の闘いに打って出よう！

７・17 さよなら原発 10 万人集会後のパ
レードに出る自治労組合員（渋谷コース）
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　7 月に旭川で開催された現評総会では、橋
下打倒署名に自治体労働者が列をなした。現
場労働者はもはや闘わない執行部に愛想を尽
かし、闘う方針を求めている。この現場の当
局への怒り、そして闘わない執行部への怒り
を形にするのが、９月橋下打倒集会だ。
　だから勝負は「職場生産点」だ。闘わない
執行部と対決し、現場から民営化絶対反対の
闘いをつくりだせるかどうかだ。
　今、橋下による「入れ墨調査」に対して、
自分を含めて 13 人がこれを拒否し、橋下の
解雇攻撃を断固迎え撃とうとしている。組合
執行部と職制は声を合わせて「提出すること
があなたのためだ」という。嘘をつくな！　
　入れ墨を口実とした「配転」とは、国鉄の「人
材活用センター」攻撃と同じ、典型的な解雇
攻撃ではないか。入れ墨を入れているかどう
かではなく、全員にかけられた攻撃ではない
か！　現場は「なぜ組合は拒否方針を出さな
いのか」と言っているぞ！
　絶対反対で踏ん張る存在が一人でもいれ
ば、あらゆる問題をチャンスにして、労働組
合として今何をなすべきなのか、労働者全体
が真剣な議論に入る。そのなかから、闘う団
結は必ず生まれる。闘いは少数から始まった

 橋下の攻撃の本性を暴き出した！
　維新の会が出した「維新八策」には「公立
学校教員の非公務員化」をめざすと書いてあ
ります。ついにこの衝撃的な文言が出てきた
ことで、橋下・維新の会の狙いが教育の民営
化であり、教育労働者の全員解雇＝非正規職
化にあることが、明らかになりました。
　彼は就任当時から「簡単に解雇できないと
いう公務員の身分保障が問題だ」と言ってき
ました。つまり公務員労働者を「いつでも首
切り自由・賃下げ自由の状態」＝非公務員化
することが狙いなのです。
　「大阪都構想」＝道州制は、大阪府・市の
公的事業を丸ごと統廃合・民営化しようとす
るものです。そこで働く公務員を全員解雇し、
すべて非正規職に置き換える攻撃です。水道、
病院、地下鉄・市バス、ゴミ収集などと同様
に保育所・幼稚園・公立学校も民営化の対象
なのです。今さしあたって現業部門に民営化
の矛先が向いているが、「自分たちには関係
ないだろう」とか、「アメリカでの話だ」と
とらえているとしたら大変な間違いだと言わ
ざるをえません。今、大阪市で始まっている
ことこそ、教育の民営化に向けた攻撃そのも
のです。

「君が代」処分、学校丸ごと
民営化をぶっとばそう！

沼田祐子 大阪市教職員組合

法曹 8 団体主催「橋下市長に異議あり !!」
６・25 集会には、ナショナルセンターの
系列を超えて 1200 人以上が結集。現場の
怒りを示した。（大阪・中之島中央公会堂）

としても、怒りの火は必ず全体に広がる。
　全国のみなさん。なにより自治体労働者の
皆さん！　９月橋下打倒集会を決定的チャン
スにし、職場に闘う団結を甦らせていこう！
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　大資本の金儲けが最優先であり、労働者の
生活や子どもたちの教育が破壊されてもかま
わないというのが橋下市長の本音です。大飯
原発の再稼働を認めたことでも明らかです。
最初は「脱原発」などと原発反対のポーズを
とって労働者の怒りをねじ曲げようとしてい
ましたが、案の定、経済界の要求に応え、そ
の手先としての本性を露わにせざるをえませ
んでした。今、首相官邸前や関西電力前には
連日多くの市民、若者が原発再稼働に怒って
集まり、その声は「野田政権を倒せ」「橋下
やめろ」に高まっています。私たちが労働組
合として本気になって闘えば、原発再稼働阻
止や橋下打倒も不可能ではないことを指し示
してくれています。

 処分攻撃との闘いは〝みんなの問題です〟
　私は３月 21 日の卒業式に「君が代」の起立・
斉唱の職務命令に従わなかったことをもって、
４月 19 日付で「戒告」処分を通告されました。
この処分に対して、６月 13 日に大阪市人事
委員会に不服申し立てを行いました。
　この「君が代」処分攻撃は、私個人の問題
にとどまらないと思います。
　なぜなら、橋下は「教育の民営化」＝「公
立学校教員の非公務員化」のレールを実質的
に走りだそうとしているからです。まずは、
被処分者を今後の解雇者名簿の筆頭に載せよ
うとしているのです。処分の矛先は「君が代」
不起立だけではありません。「入れ墨」「喫煙」

「マイカー通勤」「ＵＳＢ等の盗難や紛失」「指
導力不足」「児童生徒のケガ」等、服務規律
に従わないとみなした者、あるいは多忙から
来る病気や事故を個人の責任にして処分しよ
うとしています。処分の理由はなんでもいい
ということです。一人への処分・解雇は、全
員解雇の始まりです。労働組合は組合員への

いかなる不利益をも許さず、処分攻撃と闘う
べきです。
　今後の人事委員会の進め方や口頭審理（公
開）に、現場の仲間の声を反映させていきた
いと思っています。

 学校丸ごと民営化、被災地と大阪が
 ターゲット！
　 大阪市では 2014 年度から、学校選択制の
導入で「保護者の選別にさらして自然に統廃
合をする」といっており、市立小中学校の約
３分の１から４分の１を廃校にしようとして
います。地域の反対を無視してでも学校を潰
し更地化し、金儲けのために売り飛ばすとい
うのです。他方、大阪市内全域から通学可能
で優遇した小中一貫「スーパー特進校」を西
成区やかつての「同和推進校」に設定しまし
た。今ある町が潰され、地域社会のつながり
が破壊されてもかまわないということです。
橋下・維新の会は、被災地の「復興特区」と
同様に大資本が喜ぶような「特区」にしよう
としているのです。
　三井住友グループ系のコンサルタント会社
である（株）日本総研が自治体向けに出して
いる「公立学校ブランディング事業」には、
資本が教育を金儲けの道具にしようとする

「方法」が本気で提案されている。「現代世代

パレード出発！　７・17 さよなら
原発 10 万人集会（原宿コース）
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（子育て世代）の人口流出に直面している自
治体」「公立学校の統廃合を抱えている自治
体」というのは、まさに被災地と大阪市がター
ゲットであり、ビジネスチャンスとして狙わ
れているということです。
　アメリカで 05 年のハリケーン・カトリー
ナで壊滅的打撃を受けたニューオーリンズ市
では、「復興特区」として公立学校の４分の
３が民営化され、7000 人の教員が整理解雇
されています。これを被災地と大阪から始め
ようとしている。橋下・維新の会は資本家の
手先となって率先して「学校の民営化」を導
入し、「公立学校教員の非公務員化」をやろ
うとしているのです。

 労働組合が絶対反対で闘えば勝てる！
　民主党も維新の会も労働組合を破壊し公務
員の大量解雇を狙っていますが、その張本人
の野田政権や橋下を支えているのは民主党＝

「連合」組合であり日教組本部そのものです。
闘う労働組合を甦らせることが絶対に必要で
す。労働組合が絶対反対で闘えば、現場の怒
りではね返すこともできるし、橋下・維新の
会を野田政権もろともぶっ飛ばすことだって
可能です。今、橋下の足元でさまざまな労働
者・市民・若者が反撃に立ちあがっています。
原発再稼働反対の闘い・「入れ墨アンケート
拒否」の市職員の反撃・八尾北医療センター
の病院潰しに対する勝利判決など、橋下の新
自由主義攻撃との闘いは広がってきました。
　原発再稼働への怒りと橋下改革への怒りは
一つです。いずれも資本家が生き延びるため
に、労働者や子どもはどうなってもいいとい
う新自由主義に対する怒りです。
　新たな革命情勢の到来の中、10・１ＪＲ全
面外注化阻止決戦と一体で、９月橋下打倒の
労働者集会を成功させましょう。

　八尾北明け渡し判決での５・24 全面勝訴
は、橋下、道州制の足下で勝ち取られた決定
的勝利だった。なによりも労働組合のもつ力
にみんなが自信と確信をもったことだ。「国
や行政と闘っても勝てない」という体制内的
な考えを打ち破って、おかしいものはおかし
いと、絶対反対の非和解の団結を固めて闘え
ば必ず勝てるということを示した。
　さらに橋下は「部落解放運動拠点を２年後
全廃」といって、差別をつかって労働組合・
労働運動そのものを叩き潰し、階級的団結を
解体一掃し、公共施設の閉鎖・解雇攻撃をか
けてきているが、5・24 八尾北裁判の勝利は、
これを実際に打ち破り、「このように闘えば
勝てる」という展望を一気に切り開いた。「ど
うして勝てたのか教えてほしい」と問い合わ
せの電話がかかってきている。

 拠点労組を軸にした階級的団結が勝敗
 を決めた
　八尾市との攻防は、2008 年八尾北医療セ
ンターの土地建物の売却のための鑑定をめぐ
る攻防から始まった。
　2009 年７月には「このままだと不法占拠に
なるぞ」と脅し、話し合いに引きずり込ん
で、非和解・絶対反対の旗を降ろさせる狙い
を持って来たのだ。これをめぐって、労組内
で｢闘っても勝てないんではないか｣「話し合っ
てわかってもらおう」という声もあった。そ

５・24 八尾北裁判勝利の地平
を発展させ、橋下打倒へ！

  藤木好枝 八尾北医療センター
　　　　　  労働組合 委員長
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こで、われわれが闘っているのはどういう時
代なのか，敵はすべてをつぶして更地化する
ことしか考えていない、と何度も議論を重ね、
2009 年９月９日の労組大会で民営化絶対反
対の特別決議を勝ちとった。この団結が勝利
を決定づけた。
　振り返ってみれば、2009 年２月 26 日の森
本さんへの住宅追い出し強制執行阻止闘争を
橋下による道州制攻撃としてとらえ、労組と
してストライキをもって全力で闘い抜いたこ
とが決定的だった。
　今年、岡邨支部長への二度にわたる住宅追
い出し強制執行阻止闘争を勝利的に闘い、３
月 18 日の全国闘争を闘いぬき、この闘いを
とおして階級的団結の拡大だけが勝利を切り
開くという確信をつかみとった。
　そのなかで道州制・更地化の手先、解放同
盟大阪府連＝地区協を絶対に許さないという
闘いを通して、労働者が本来持っている力を
生き生きと取り戻していったのだ。
　労組が住宅闘争、解放闘争を自らの闘いと
してとらえ、いっさいに責任をとって闘って
拠点労組としての飛躍を勝ちとって生まれ変
わった。
　労組の絶対反対の団結を軸に、支部と一体
となって何度も懇談会を開いて、地域ぐるみ
の団結を拡大した。それが 300 筆の明け渡し
反対の署名となった。それらすべての闘いが、
国鉄、被災地をはじめ全階級の闘いと一つに
なって、敵を追いつめ、裁判官に勝利判決を
出させたのだ。

 首相官邸包囲 20 万、代々木公園 17 万
 の怒りの決起
　反原発のうねりは原発再稼働に対する怒り
と共に、失業、非正規、低賃金やさらに消費
増税、沖縄へのオスプレイの配備を推し進め
る「野田政権を倒せ」という声だ。ついに巨
大な情勢が到来した。いまこそ橋下＝道州制
打倒に向けて八尾北労組が旗を振り、闘う労
働組合を甦らせ共にストライキで闘おう。
　野田政権は、「このままでは国が亡びる」
という危機感もあらわに、国家戦略会議を
開いて「40 歳定年」「雇用契約は有期を基本
に」を打ち出した。10 割の労働者を非正規・
超低賃金化にするという提言だ。それら一切
を橋下・維新の会に託して、道州制＝労組破
壊に絶望的に突き進んでいる。この橋下の差
別分断・労組破壊を打ち破ってきたのが、非
正規撤廃、外注化・更地化阻止の先頭に立っ
てきた、国鉄、被災地、八尾北・西郡の階級
的団結の闘いだ。橋下・維新の会を倒す力を
労働者階級はすでに持っているのだ。
　９月橋下打倒大集会に結集し、ともに闘い
ましょう。

橋下打倒の突破口を開いた３・18 八
尾北・西郡集会には全国から 600 人
が結集（３月 18 日　大阪・八尾市）

●橋下の公務員バッシングに、自治体・教育労働者は胸をはって闘おう！
●民営化・道州制・労組破壊を許すな！　●全員解雇の橋下改革絶対反対！

９月橋下打倒大集会（仮称）
　要項未定　※詳細は７月 28 日の実行委員会を経て確定します。
　実行委員会連絡先　八尾市八尾北医療センター労働組合　藤木好枝
　　　　　　　　　　大阪府八尾市桂町 6-18-1　TEL 072-999-3555　FAX 072-991-5693



12 月刊労働運動2012年８月号

　５月５日、日本全国の労働者・市民の闘い
の中ですべての原発が止まった。さらに大飯
原発再稼働の既成事実化攻撃に対し、毎週金
曜日、首相官邸前に 10 万、20 万の市民・労
働者が結集し、そのうねりは全国に拡大して
いる。しかも労働運動が後退し、闘うナショ
ナルセンターの姿も見えない中でだ。既成政
党などあてにせず、自ら学習し、一人ひとり
が主体として、やむことのない「絶対反対」
の闘いが開始された。まさに怒りは根底的だ。
私も個人として何度も参加もしてきたが、機
動隊の規制の中、「再稼働反対」を叫びつつ
集まった人々が歩道からあふれ、首相官邸前
の車道を占拠するさまは、まさに老若男女の
呼吸がひとつのものとしてあり感動的だった。
　そして「７・16 さよなら原発 10 万人集会」
には 17 万人が代々木公園に大結集した。こ
こではついに労働組合と闘う人々が合流し、
機動隊が正面切って規制できない状態までつ
くり出した。被災地福島を先頭に、新自由主
義に対する歴史的闘いが今ひとつ新たな段階
に入ったのだ。今こそチャンスだ。誰もが自
分の運動を始められる情勢が来たのだ。

 野田政権打倒へ
　７月６日、野田を議長とする「国家戦略
会議」は雇用流動化に向けて「40 歳定年制」
を打ち出した。わが部会は、2009 年「３・
６道州制粉砕・橋下打倒集会」を皮切りに道

州制・民営化、公務員労働者 360 万首切りに
対して一早く全力で対決してきた。今回の提
言は95年日経連プロジェクト報告（正規1割、
非正規９割）以上の反動的内容で、全労働者
の無権利・超低賃金化攻撃が狙われている。
労働者階級として引くに引けない闘いだ。何
が「税と社会会保障の一体改革」か。年金は
なくなり、税率アップした消費税は「輸出戻
し税」によってすべて大資本へ行き、労働者
は医者にも行けず結婚もできず、子どももで
きない状態に叩き込まれ、資本だけが生き延
びようとしている。まさに労働者総体が野田
打倒へ総反撃を開始するときが来た。
　　
 自治体労働者こそその先頭に起とう
　自治体労働者部会は、社会保険庁の解体＝
525 人の分限処分の際には、全国組織として
全会員が決起し、広島の平口氏を先頭に闘い、
全国でのさまざまな決起を勝ちとってきた。
そして、自治労本部が分限処分者 525 名を排
除して新組合を結成したという裏切り方針を
も明らかにしてきた。連合の消費増税賛成方
針を容認し、この期に及んでも民主党支持を
打ち出す自治労本部は圧倒的多くの現場組合
員の打倒対象となった。この本部を全組合員
参加の橋下打倒方針でのりこえよう。反原発
闘争で多くの労働者・市民が自らの主張をプ
ラカードにして掲げて登場しているような、
創意工夫あふれる怒りの職場闘争をつくりだ

８・30～31自治労第84回定期大会（函館）に向けて

佐藤 賢一 自治体労働者部会代表、江戸川区職労

原発推進・大増税・公務員首切りの民主党・野田政権打倒！
全国の自治体労働者は、９月橋下打倒大集会に集まろう！

自治労現業評議会総会会場前で情宣
（７月 19 日　北海道・旭川市）
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そう。その力で「公務員首切り・現業廃止の
橋下打倒で闘おう」と訴えて８・30 ～ 31 自
治労函館大会に結集しよう。

 ７・19 自治労現評総会（旭川） で
 示された現場の怒り
　７月 19 日、自治労現業評議会総会－組織
集会（７月 19 ～ 21 日）が行われた旭川市の
会場に、わが部会は北海道労組交流センター
と共に登場し、参加者とほぼ同数のビラ 500
枚をまききった。
　自治労本部の「現業アクションプラン」方
針とは、「自分たちは直営で民間よりこんな
ことができる」という形で「市民を味方につ
けて守ってもらう」というやり方だ。すでに
破綻は明らかだ。そもそも「直営か民間か」
という経営形態を問題にするやり方がはじめ
から当局に屈服しているのだ。「地公法 57 条

『単純労務』規定削除」方針もふくめて、結
局は「解雇攻撃」の本質をごまかすためのも
のでしかない。それを自治労本部は「民営化
されるのは『57 条』があるからだ」だとか「民
営化されるのは単組・職場の『アクションプ
ラン』の取り組みが足りないからだ」と言っ
てきたのだ。本当に許せない。
　敵の攻撃の核心が民営化攻撃を通して、公
務員労働運動をたたきつぶし、公務員労働者
を解雇し、民営化・非正規化していくことに
ある以上、「絶対反対」で闘う団結をつくり
だすことの中に勝利の展望があるのだ。
　「橋下打倒集会賛同署名」には、わずか 15
分足らずで数十名が応じてくれた。また、現
業職場の独自ビラまきも行われていた。自治
労組合員の怒りの現れであり、われわれの路
線の巨大な展望を指し示すものだ。公務員攻
撃と闘うことを訴えることで自治労傘下の労
働者がつながり始めている。このような「本

部の統制が効かない」闘いこそ自治労本部が
最も恐れることだ。

 自治体労働者は 9 月橋下打倒大集会へ！
　全国の公務員労働者は怒っている。「親方
日の丸」は原子力村であり銀行資本ではない
か。何十兆円という金をつぎ込み、資本を延
命させ、労働者・農漁民の未来を奪ってき
た。野田政権を延命させることは労働者の死
そのものだ。現業総会での署名の集まり方の
早さは尋常ではない。新自由主義の先兵＝橋
下打倒にすべてを絞り切り、公務員攻撃と闘
わないのは自治労本部だけであることを暴き
出し、わが部会とともに起ちあがろうと訴え
よう。圧倒的な賛同署名を集めて、全国から
９月大阪市庁舎前大結集を実現しよう。
　
 10・１ＪＲ検修外注化阻止決戦へ
　６・10 国鉄集会は愛媛県職・宇都宮委員
長の感動的なアピールをはじめ、国鉄労働運
動の新たな地平を築いた。少数であろうが勝
てる。首相官邸前の闘いも少数から始まった。
共通性は、現場からの闘いであり、確信と正
義性と命がかかった闘いとしてあるというこ
とだ。屈服できない背水の陣を敷いた闘いは
必ず巨大な闘いに発展する。
　核心は、新自由主義に対する怒りの根底性
だ。動労千葉は全人民の根本的課題としてあ
る新自由主義と対決し、この闘いに一切を賭
けた。それはまさしく全労働者の根本問題で
あり、10・１外注化阻止決戦は画歴史的な階
級決戦となった。闘う自治体労働者は、自治
労大会で橋下打倒を明確にし、動労千葉と連
帯し総力を挙げて９月大阪闘争を爆発させ、
10・１外注化阻止闘争に全産別の同志ととも
に合流しよう。数万数十万の現場の怒りを組
織できる飛躍を成し遂げよう。
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　1980 年代から指紋押捺拒否の闘いが始ま
り、指紋押捺撤廃運動に自治体職員として関
わっていました。86 ～ 87 年に指紋拒否者に
対する大量弾圧が始まりました。指紋押捺撤
廃の闘いは、2000 年押捺廃止になるまで反
入管の闘いとして継続していきました。外国
人登録法が廃止される現場に立ち会えるとい
うのは、感慨深いです。
　今年 7 月９日、入管法改正（改悪）は、在
日外国人・滞日外国人に対する在留管理強化
と違反した場合の罰則強化（厳罰化）などが
柱です。在留資格の無い方、「在留資格なし」
や観光目的で入国する「短期滞在」などオー
バーステイの外国人が約８万人います。93
年時には、30 万人いましたからだいぶ減っ
ています。
　７月９日以降は、外国人登録証明書を所持
していても、在留資格や在留期間がない外国
人は、住民基本台帳法の対象者にはならず、
行政サービスの対象外者として社会から抹殺
する攻撃です。公的な証明が発行されないと
いうことです。
　日本で暮らす外国人は、それぞれさまざま
な理由で異国の地で生活しているわけで、不
法滞在外国人イコール犯罪者というレッテル
を貼って適法な外国人とそうでない外国人と
に分断するのが今回の入管法改悪攻撃です。
在留資格を取り消されたり、超過滞在者と
なった外国人は、在留カードを 14 日以内に
法務大臣に返納しなければ罰則もあります。

難民申請中の外国人には、仮滞在許可者とし
て住民基本台帳対象者となりますが仮滞在期
間の延長の許可が下りなければ住民票は消除
されます。
　在留カードは、すべて地方入国管理局での
作成となり、今まで市区町村でのカード更新
手続きが入国管理局になり外国人にとって
は、不便となります。
　新しい在留カードは、カードを見ればその
外国人が就労可能かどうかは、一目瞭然でわ
かるし、在留期間の満了日までが有効のカー
ドであるから不法滞在者であるか否かもすぐ
にわかります。
　特別永住者には、特別永住者証明書が交付
されますが、今までの外国人登録証明書に記
載されていた通称名は、記載されません。日
本で生まれた２世、３世は日本名で生活して
いる人が多いので身分証としては役に立ちま
せん。また、常時携帯義務は廃止になりまし
たが、官憲からの提示義務はあり、現行とな
んら変わらないのが実態です。
　外国人は、住居地の変更の手続き（90 日
以内）を怠れば罰則の規定だけでなく、在留
資格の取り消しもあります。入管法の在留管
理とはどこに外国人が居住しているのかを管
理するものです。在留カードの常時携帯義務
も改正後も変わらず不携帯の場合は、20 万
以下の罰金、提示拒否は１年以下の懲役また
は 20 万以下の罰金と厳罰化されています。
　7 月８日、外国人登録法が廃止され、９日

在日・滞日外国人と日本人労働者の共同闘争で
「在留カード」制度を打ち砕こう！

自治体現場から在留カード制度を撃つ
山崎 浩邦　品川区職労
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に住民基本台帳法改正により外国人住民とし
て住民票に記載されましたが、在留資格がな
い、在留期間の切れた外国人は、住民票に記
載されません。現に居住する外国人を抹消す
るわけです。今までの行政サービスが切り捨
てられるのです。入管法の附則の中で 60 条
に仮放免許可（入管収容所に収容されていた
外国人が保証金を払って出所した人）を有す
る外国人について、本人の同意がある場合に
は、その外国人について、入国管理局から市
区町村に対してリストを送付することになっ
ています。市区町村は、その資料をもとに外

国人住民に対して行政サービスを図れという
のです。滞日外国人支援団体は、この条項を
使って滞日外国人へさまざまな権利を守る闘
いを市区町村への働きかけをすることが必要
だと思います。そして、現場労働者とともに
新入管体制を打倒していく闘いが求められて
います。
　この法律は、３年後に見直すことも含むと
附則の中に明示されています。在留カード撤
廃の闘いを継続し、滞日外国人の生存する権
利を剥奪する新入管体制を変革していきましょ
う。

「在留カード絶対反対！」法務省
デモが切り開いた地平

　外登法・入管法と民族差別を撃つ全国
　実行委員会

　７月９日当日、仮放免者の会が呼びかけ
た法務省デモは、200 人以上の労働者人民
が参加し、「在留カード絶対反対！」「差別
をするな！　人権守れ！」「今すぐみんな
にビザを出せ！」と叫んで、法務省に迫っ
た。６月 20 日に続く連続的な法務省デモで
ある。
　７月９日、在留カード制度が始まった。
2009 年７月に国会で成立した入管法の改
悪は、新入管法を制定するに等しい大攻撃
だった。それは外国人登録法を廃止し、す
べてを入管法で一元管理するというもので、
３年間の準備の末、７月９日から制度を開
始したのだ。
　在留カードの対象になるのは、中長期滞
在者外国人約 170 万。在日朝鮮人・中国人な
ど特別永住者約 30 万については特別永住者
証明書に切り替わった。ところが難民申請

者を含む非正規
滞在者約８万人
については、こ
うした制度から
除外し、これま
で持っていた外
国人登録証を取
り上げ、公的に
証明するものを
何一つ持てない
状況になってし
まった。
　在留カード制度は、研修・技能実習制度
を労働力確保のための国策として推し進め
ていくことを柱にしたものだ。在留カード
の狙いが在日・滞日外国人を正規・非正規
で分断し、さらに就労資格で選別・管理す
る究極の新自由主義攻撃であること、だか
らこそ民族・国籍・国境を越えた労働者が
団結して立ち上がればこの制度は粉砕でき
る。在日・滞日外国人と日本人労働者の共
同闘争として闘われた６・20―７・９法務
省デモが、その展望を大きく切り開いてい
る。

「在留カード」粉砕！法務省デモ
（６月 20 日、東京・霞ヶ関）
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　７月 22 日、東京・文京区民センターで８・
６広島－８・９長崎反戦反核闘争全国統一実
行委員会主催「内部被曝を徹底糾明する　７・
22 反戦反核東京集会」が 310 名の結集で行
われました。間山正茂・南部バス労組委員長
の「特別報告」を掲載します。

　青森の現状を報告させていただきます。六ヶ
所村というところは、「青森を止めれば原発
が止まる」というぐらい、すごい核の施設に
なってしまいました。これはお隣の県の人に
言ってもわからない。それぐらい問題視され
ていませんでした。昨年の３・11 以降、東
京電力福島第一原発の爆発事故以来、青森県
がクローズアップされてきていると思います。
今こそ「原発＝原核燃＝日帝の核武装だ」と
いうことを言い続けて、私どもは反対闘争を
していかなければならないと思っております。

 核武装の基地・青森県六ヶ所村

　まずは青森県がどういう状況に置かれてい
るのかを理解をしていただきたいと思います。
　六ヶ所には、ウラン濃縮工場、低レベル放
射性廃棄物貯蔵施設、高レベル放射性廃棄物
貯蔵施設、再処理工場、ＭＯＸ燃料加工工場
があります。（右頁地図参照）。ＭＯＸ燃料加

工工場はまだできておりませんが、本当に危
険な建物が乱立をしているところであります。
とりわけ危険なのは再処理工場です。これも
すでにみなさんが知っているとおり、原子力
発電所で使われた使用済核燃料をもう一回精
製をして、ウランとプルトニウムを取り出し、
発電所で使用可能な形態にする工場で、もと
もとは長崎型原子爆弾の製造のためのプルト
ニウム抽出技術を民間用に転用したものです。
　茨城県東海村の再処理工場が年間 200㌧の
処理ということに対して六ヶ所村は年間 800
㌧で、４倍もの処理能力を持っています。再
処理工場とは大変危険な部分で原発１年分の
放射性廃棄物、あるいはそういう死の灰がたっ
た１日で放出される危険な代物です。すでに
仏ラ・アーグや英セラフィールドの再処理工
場の周辺では、小児白血病や癌が、他地域の
３倍に達しています。ヨーロッパ西部の多く
の国は放射能汚染を防ぐため、英、仏の再処
理工場の運転を停止するよう求めています。
このような状況でも六ヶ所は稼働しようと躍
起となっている。これが現状です。
　再処理工場は、2006 年３月 31 日にアクティ
ブ試験が開始されました。その後ガラス固化
体などができないなど相次ぐトラブルで 18
回も延期をした。その費用たるもの、当初の
7600 億円がもう２兆 2000 億円を超え、３倍

日帝の核武装阻止！
青森の反核燃闘争について
間山 正茂　南部バス労働組合執行委員長
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以上になってしまっています。
この財源はみなさんの電気料金
から徴収されているということ
も明らかになっております。と
んでもないことであろうと思い
ます。

 六ヶ所闘争の歴史
　もともと六ヶ所村は何でこう
いう状況になってきたのかにつ
いてお話をしたい。1969 年に
新全総（新全国総合開発計画）
が決定をされ、むつ小川原開発
が始まりました。むつ小川原開
発など初めからできないとわ
かっていたわけなんですが、今
になって考えてみると、中曽根
康弘や正力松太郎が原発を日本
に受け入れるときから、すでに、
むつ小川原開発が頓挫した後の
貧県・辺境の青森県六ヶ所が狙われていた。
そこをターゲットに核燃料サイクルを造ろう
としていたと私は考えております。どこもこ
ういうものを受け入れる自治体はありません。
貧県・辺境、お金に困っている県。今で言う
と限界集落。六ヶ所が狙われたということで
あります。
　六ヶ所闘争はいろんな歴史があります。む
つ小川原開発の時点では寺下力三郎という村
長がその巨大開発を拒否していろんな闘いを
進めた。さらに、みなさんも知っているとお
り泊の漁場を守る会の坂井留吉さんの闘い。
彼も海上調査には船を出して反対闘争をした。
そのほか建設がされようとした 1989 年４月
には全国から１万人が集まって人間の鎖で
六ヶ所を包囲をした。そういう闘いもしまし
た。残念ながら金権に負けてしまい、敗北し

た。一回敗北するともう見込みをつけられて
何でもかんでも持ってこられた。
　今現在、日本が保有するプルトニウムは国
内外合わせて 45㌧あって、そのうち核分裂
性プルトニウムは 30㌧。国内だけだとプル
トニウムは 10㌧で、核分裂性は 6.7㌧。その
うち六ヶ所には 2.3㌧ぐらいある。これがＩ
ＡＥＡの現実の監査の下で保管されていま
す。この核分裂性プルトニウムの精度をよく
すれば、ナガサキの原発になります。ですか
ら、実際に核爆弾を造る施設はまだないにし
ても、いつでも原子力爆弾を造れる形になっ
ているのが現状です。

 むつ使用済み核燃料中間貯蔵施設
　次に、むつ使用済み核燃料中間貯蔵施設で
すが、これは全国の原発から出た使用済み核
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燃料をとりあえず中間貯蔵をするための施設
です。10 年ぐらいの実績があるということに
なっているわけなんですが、おおむね 50 年、
キャスク（樽）という使用ずみ核燃料の輸送
容器に入れてコンクリートで包んで空冷で貯
蔵するという施設です。しかし果たして本当
にキャスクがその熱に耐えられるのかは、ま
だ全然わからない。なのに貯蔵をするという
ことですからこれも大変な施設であります。
ですから再処理工場もふくめ、この使用済み
核燃料の中間貯蔵施設、これらを止めるとい
うことは、すべての原発を止めることに直結
するんであろうと思っております。
　次に東北電力の東通原発、東京電力の東通
原発。これらは停止中や計画中となっており
ますが、福島の事故がなければ建設のラッ
シュになっていたと思います。

 世界初のフルＭＯＸ原発－大間原発
　そして極めつけは、建設中の大間原発です。
これは本当に世界初です。プルサーマルでは
ありません。もうフルＭＯＸです。精製した
ウランとプルトニウムを混合した燃料を常時
そこで燃やす。従来、原子力発電所は電気を
発電するための発電所ということなんですが、
今、もんじゅもダメ、プルサーマルもダメと
いうなかで、唯一、この大間原発ができれば
唯一ですよ、プルトニウムを処理できるとい
うことになるわけです。ですから電気を起こ
すんじゃなくてプルトニウムを処理するため
の原発だということが明確になっています。
その事業主は何と今まで一度も原子力発電に
携わったことのない「電源開発」という電線
屋さん、電線を張る会社です。もうとんでも
ないことになっているわけです。
　知ってのとおり大間原発は、1984 年の誘致
が決まってから 2008 年の５月まで手をつけ

られませんでした。これは炉心の近くに土地
を持っていた故・熊谷あさこさんが反対して
その土地を手放さなかったからです。今も娘
さんがそこを預かっています。大間原発が見
えている中をずっと鉄線で囲まれて家があり
ます。そこについては炉心建設の計画を変更
せざるをえないという前代未聞の事態に発展
しています。

 莫大な額による金権支配
　交付金などの話をさせていただきますが、
大間町への交付金はこれまで 68 億円。青森
県に対する電源三法交付金、これは 2011 年度、
去年の評価を経て出るわけなんですが、過去
最高の 191 億円。すごい額です。それ以外に
も電力会社から何からいろんな補助金や、核
燃料税、原発税などどんどん入っています。
だから貧県の自治体などからすれば、もう原
発が危ない、核燃が危ないというより、それ
で生活をしているという現状です。六ヶ所村
の人口が約１万１千人。人口一人あたり、一
人あたりですよ、平均収入が年間 1300 万円
を超えます。いずれにせよ敵も用意周到で、六ヶ
所・東通はもう職員が年に一回は全戸を「安
全だ」と触れ回っています。だから反対だと
いう部分があったとしても、なかなか声をあ
げれないでいるということがあります。

 ＮＡＺＥＮ青森結成の決定的重要性

　そうしたなか、４月７日、私どもは「すべ
ての原発いますぐなくそう！全国会議・青森」
を結成しました。この結成は本当に意義があ
ります。いろんな反核燃・反原発の団体があ
りますが、ＮＡＺＥＮは、本当に核をなくそ
うと掲げて、全国に広がって統一戦線で日帝
の核武装を阻止しようと結集していくわけで
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すから、本当に重要であるだろうと思います。
　次の日には、もう何年もやっていませんで
したが、全国の方から集まっていただいて六ヶ
所村内をデモしました。核燃で潤っている六ヶ
所のデモでしたが、民家から手を振る人もあ
り、「邪魔だ」と唾を吐いていくような人たち
もいました。私どもはそういう金権支配に対
抗して、何としても地域住民を味方にして反
対闘争を高揚させなければならないと思って
おります。
　６月 17 日には大間原発反対現地集会を 200
人を超える結集で開催しました。集会の後に
大間町内のデモを貫徹しました。30 年ぶりと
言われていますが、私の記憶では初めてのよ
うな気がします。これは本当に賭けでありま
した。大間町民が３・11 以降、どのように思っ
ているのか。そういうのも見たい。あるいは
石を投げられるかもしれない。そういうこと
も見据えながらデモをしたら、意外と「大間
の原発は危ない」「子どもたちを放射能から
守ろう」という声がいっぱい出てきました。
大間の海を挟んで向かいの北海道・函館の方
が反対闘争が強いわけなんですが、今回のデ
モは言うならば大間町民とまさに一体となっ
たデモであったんではないのかなと私は評価
をしております。
　昨年も現地反対集会を開催しました。そう
いときには必ず政府などの要人が来ます。去
年は民主党の岡田克也が大間に来て吹いてい
く。〝大間の町に行くまでには１本の道路し
かないから、新たな避難道路を造る。そのた
めには大間原発はやる〟などと言っています。
今年は自民党議員の山本一太が来て、大間原
発の必要性を話していく。逆にそういうふう
に注目されるということはわかっているわけ
ですから反対闘争をきちんとしていかなけれ
ばならないと思っております。

 ヒロシマ・ナガサキ・フクシマの
 怒りとの結合を！

　私もヒロシマ・ナガサキ・フクシマ、この
怒りと結合をしなければならないと思ってお
ります。原発が爆発したら、もうどうにもな
らないというのが原子力の世界です。だから、
そうならないためには廃炉にしなければなり
ません。今福島に診療所を開設しようという
ような動きをいろんな団体でしております。
ぜひご協力をお願いしたい。
　最後になりますが、原子力基本法を「改正」
して「我が国の安全保障に資する」と盛り込
んだ。なんで電気を作る原発が「我が国の安
全保障を資する」ということに関係があるの
か。ここは本当に憤りを感じます。要は核武
装をするということを彼らは明確に打ち出し
たわけです。私たちは真っ向から対決をしな
ければならない。
　そして大飯原発を再稼働させておいて裏で
は火力発電を停めている。こんなことをやっ
ているんです。とうてい許されるものではな
いでしょう。そういう隠蔽工作には本当に怒
り心頭です。全国の仲間とともに原発を廃炉
にする、核燃もなくする。その後に出てくる
いろんな種類の課題もあろうかと思いますが、
ともに闘うということをお誓い申し上げて、
報告に代えさせていただきます。ありがとう
ございました。

再処理工場前での全体集会で怒りを込めた
シュプレヒコール（４月８日　六ヶ所村）
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　今年の８・
15 労 働 者・
市民のつどい
のメインタイ
トルは「原発
なくそう　改
憲はばもう」
です。野田首

相が大飯再稼働の記者会見を行ったのが６
月８日、それ以来「再稼働反対」の怒りは
急速に広がり、７月１日再稼働（制御棒引き
抜き）後も７・16 代々木公園 17 万人を頂点
に激しく闘われています。反原発闘争の勝
利に向けて 8・15 集会を成功させましょう。
　野田政権と自公両党は、この原発再稼働
のさなか６月 20 日、原子力基本法附則と宇
宙機構法を改正し、いずれにも「我が国の
安全保障に資する」との文言を追加しまし
た。これは核武装と宇宙の軍事利用の宣言
です。まさに原発再稼働の本質は一方では
経済＝資本の金儲けのためであるととも
に、他方では戦争と改憲の攻撃の最先鋒と
して再稼働攻撃がかけられてきています。
　その起点は昨年３・11 の翌日のアメリカ・
オバマによる「トモダチ作戦」の発令です。
嘉手納基地の米軍特殊作戦群がパラシュー
トで降下した仙台空港作戦、米第７艦隊の
原子力空母「ロナルド・レーガン」を軸と
した空母戦闘群が宮城沖に展開。艦艇19隻、
人員１万８千人、航空機 140 機を集結させ
ました。他方で在日米軍家族 7500 人を帰国
させ、原子力空母「ジョージ・ワシントン」

を日本海に待機させました。
　日本は、陸自 15 個師団・旅団の６割以上
が動員され、航空機 550 機、艦艇 50 隻以上
が展開しました。即応予備自衛官を初めて
投入し、総数 10 万 6000 人体制をしきまし
た。いわゆる「武力攻撃事態」における仕
組みを発動して、日米の共同作戦として被
災地を「戒厳令下」において制圧したので
す。
　以上の「３・11」の延長に今があります。
アメリカが配備を強行するオスプレイは米・
海兵隊の秘密攻撃や奇襲攻撃のための侵略
兵器です。その日本配備は、沖縄基地の永
続化であるとともに日本全土の侵略基地化
でもあり、米帝と日帝の争闘戦を激化させ
ています。また、７・16 集会の日、統合防
災演習と称して陸自第１師団が迷彩服で都
内を行軍し、野営し、区役所での宿泊指揮
訓練を行いました。
　いわば「３・11」のショック・ドクトリ
ン（惨事便乗型資本主義）の攻撃として、
野田政権は原発再稼働、消費大増税、復興
特区、沖縄、ＴＰＰなどを含む、戦争と改
憲の攻撃を次々と強行しているのです。労
働組合破壊攻撃を本質とする橋下大阪市長・
維新の会はその先兵です。
　今秋、関西－全国の労働者の力で橋下を
ぶっ叩き、野田政権を打倒し、原発再稼働
と戦争・改憲の攻撃をぶっとめよう。その
カギは労組交流センターの労働者の職場か
らの決起と労働運動の再建にあります。と
もに闘いましょう。　　　　（事務局　Ｎ）

「原発なくそう　改憲はばもう　８・15
労働者・市民のつどい」に集まろう
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　ス労自主第 78 回定期全国大会が、前日の
ス労自主を支える会東京総会に続いて、7 月
21 日・鶴見潤滑油工場、22 日・文京区民セ
ンターにおいて開催された。2012 年度総括
と 2013 年度方針について、ス労自主流に、議
案書を読み合わせながら確認された。
　被解雇者８名、統
制違反者２名を入れ
て も 総勢 30 名、今
年で平均年齢 67 歳
となるス労自主が、
本年 10 月 14 日に結
成 30 周年を迎える。
1952 年、 横 浜・ 鶴
見油槽所において産
声を上げたスタン
ダード・ヴァキューム石油労組（ス労）から
数えて 60 年、ス労自主はそのちょうど半分
の年月を数える。ス労自主は、ス労時代より
二度の組合分裂、二度の刑事弾圧、三度の不
当解雇をのりこえて、ス労の闘いを継承し、
８君不当解雇撤回闘争を基軸に、「弾圧を武
器」に反弾圧・反差別＝反合＝反戦・反核＝
二組解体闘争を闘い続けてきた。
　大会では、エクソンモービルが東燃ゼネラ
ル石油に資産を売却し、3020 億円を手に米
本国に逃げ去ろうとも、また、「雇用関係が
ある組合員がいない」として組合室をはじめ
とする便宜供与を奪い去ろうとも、ス労自主
として、これからもエクソンモービルそして
東燃ゼネラル石油と闘い続けることが確認さ
れた。８君不当解雇撤回闘争、エクソンモー
ビル買収合併大合理化・日本市場撤退絶対反
対闘争、再雇用闘争、春闘・一時金闘争も闘
い続ける。その一方で、平均年齢 67 歳のス
労自主に残された時間はそう多くない。財政
問題、組合員の加齢による体力の衰えや健康

問題、家族介護の問題等、ス労自主の闘争力
の低下は否定できない。それゆえに一日一日
を、一つ一つの闘いを、一瞬一瞬を悔いなく
闘うということだ。
　議案項目は以下の通り。＊反弾圧・反差別
闘争、＊再雇用要求闘争、＊エクソンモービ

ル日本市場撤退反対
闘 争、 ＊ 10 年・11
年・12 年 春 闘 賃 上
げ・一時金・労働条
件改善要求及び労働
協約闘争、エクソン
モービル買収合併大
失業攻撃反合闘争、
ス労自主組織強化闘
争、＊各支部連・（合

同）分会連の闘い、＊支援・連帯・共闘、＊
改憲阻止闘争、＊ス労自主組織、＊ス労自主
を取り巻く情勢とス労自主の立場、＊ 2013
年度賃上げ・一時金・労働条件改善要求及び
労働協約闘争、＊ 2012 年秋闘・年末年始闘争、
＊決算、＊予算、＊統制処分、と多岐にわたっ
ている。
　2013 年度本部役員は、中央執行委員長入
江史郎（64 歳）、中央執行副委員長山川博康

（70 歳）、同中村勇（67 歳）、同棚橋竹三郎（63
歳）、同上村敏行（62 歳）、同市野瀬まち子

（62 歳）、同中村和憲（62 歳）、同長谷川ユキ
（61 歳）、中央書記長田村秀夫（63 歳）、中央
執行委員中西敏勝（75 歳）、同内川静男（73
歳）、同松田隆三（69 歳）と全員が留任して、
来年もやる気だ。
　来賓各位並びにメッセージをお寄せいただ
いた各組合・団体のみなさんに感謝します。
　また、本年 10 月 14 日 ( 日 )、ス労自主結
成 30 周年集会を東京（会場未定）にて開催
します。今から予定に入れておいてください。

７・21～ 22 ス労自主第 78
回定期全国大会を開催

中村和憲　ス労自主副委員長
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闘う合同・一般労組

ゆうメイトの雇い止めを許さない
　広島連帯ユニオン・郵政支部の結成 
　とその闘い

広島連帯ユニオン・郵政支部

　広島連帯ユニオン・郵政支部は昨年の３月
末のゆうメイトの雇い止め労働相談を契機に
結成しました。その後、組織拡大も実現し、
昨年退職したＳさんを中心に支部の団結を固
めて裁判闘争と労働委員会闘争を闘っていま
す。
　郵政の民営化とりわけＪＰＥＸの破産以降、
職場はデタラメな状態になっています。赤字
解消のために正規職員の大幅賃下げとゆうメ
イトの大量首切りがＪＰ労組の屈服と協力の
下、強行されています。仕事は極限的にまで
強化され、多くの労働者が休憩さえ取れない
状況になっています。自爆営業の強制、評価
での分断とまさに無法地帯です。広島連帯ユ
ニオン・郵政支部は組合内外の闘う労働者、
労働組合、とりわけ郵政非正規ユニオンと固
く団結し、爆発寸前の怒りに火をつける闘い
の一翼を担っていきます。
　郵政支部結成の契機となった相談は、広島
東支店の課長が「この職場は３月末でなくな
るので辞めてくれ」と言って「自主退職」で
辞めさせようとしたものでした。団体交渉で
は「何時雇い止めが成立したのか」と組合側
が問い質したことに答えることさえできない
デタラメぶりでした。団体交渉を２回行なっ
て徹底的に追求する中で当然にも雇い止めは
撤回させました。三次支店では、ゆうメイト
の雇い止めを行なう一方で、同時に募集する

というまったく不当なことを行なって来まし
たが、団交では「期間満了」の一点張り。ゆ
うメイトを「取り替えのできる労働力」とし
てしか考えていないのです。
　宇品支店では「本人の口から組合員である
という確認が取れないので団交はやらない」
ということで不当労働行為で係争中。現在労
働委員会から早期の団体交渉実現のための和
解案が示されています。広島西支店では免許
証の忘れ失効に停職６カ月の超重処分を発
令。高裁で「処分は不当」の完全勝利を勝ち
とりました。しかし、まったく同じ案件で、
今度は６日の停職処分を一事不再理の原則を
破って強行してきました。これに対し再度裁
判に訴え現在係争中です。コンプライアンス
もなにもあったものではありません。こうし
た現実は職場にまっとうな労働組合がないこ
とが引き起こしているのです。

 ８・６ヒロシマから 10・１外注化阻止へ
　現在、日本の労働運動の実情は惨憺たるも
のがあります。この現実を覆す以外に勝利の
展望はありません。政府は国家戦略会議の「フ
ロンティア構想」で 40 才定年制、すべての
労働者を有期雇用にすると打ち出しました。
日経連の 95 年労問研報告の９割非正規化を
上回るものです。大恐慌が歯止めなく進行す
る中で、すべての犠牲を労働者に押し付けて
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闘う合同・一般労組

資本が生き残る戦略として打ち出されたもの
です。
　動労千葉は非正規職化の手口である外注化
を阻止し続けてきています。ＪＲという日本
を代表する資本が外注化を貫徹できない中で
全労働者の非正規化の実現など絶対に不可能
です。その突破をかけた攻撃として 10 月１
日のＪＲ構内業務の全面外注化の攻撃が襲い
かかっているのです。連合のもとで、外注化
阻止をまったく闘えず 2000 万の非正規職労
働者がつくり出されました。これをのりこえ
る闘いとして、10・１外注化阻止の闘いは全
労働者の共通の最大の課題です。10・１は郵
便事業会社と郵便局会社が再統合される日で
もあります。10・１の勝利に向かって全力で
闘い抜きます。
　徹底的に労働組合を解体し、職場から団結
を奪い「自由に儲ける」というのが新自由主
義です。その新自由主義は大量の非正規労働
者を生み出し、ついに福島原発事故にまで至
りました。野田政権は大恐慌と原発事故に追
い詰められ、原発再稼動と消費大増税へと

走っています。しかし再稼動反対、野田打倒
の声が毎週金曜日、首相官邸前を 10 万人、
20 万人という巨大な数で覆いつくし、7 月
16 日には代々木公園 17 万人が原発反対の声
を上げました。団結を破壊され、非正規につ
き落された労働者の、まさに「生きさせろ！」
の闘いが巨大な形で開始されたのです。
　完全に流れは変わりました。こうしたなか、
被爆 67 周年の８・６が闘われます。福島の
怒りとしっかり結びつき、原発再稼動反対、
野田打倒の巨万の決起を８月６日に原爆ドー
ム前で実現しようではありませんか。広島連
帯ユニオン・郵政支部はその最先頭で闘い抜
きます。共に決起しよう。

郵政非正規ユニオンの旗を掲げてビラまき

BOOKBOOK いたという。
　偽装請負が労働者の命を
奪ったニコン熊谷事業所の
事件について「人間をモノ
として取り扱う間接雇用が、
モノでない人間の命や健康
の脅威となることを如実に
示している」（324 頁）と非
正規雇用がなぜ健康障害を
引き起こし、精神障害、自
殺にまで至るのかを解明し
ようとしている。第１版と
併せての学習を薦めたい。

（小泉義秀　合同・一般労働
組合全国協議会事務局長）

６の「外国人労働者におけ
る労災・職業病発生の実態」
は少ない資料・データから
その実態に迫ろうとした貴
重な論文である。2008 年
６月に茨城県のメッキ工場
で働き、心不全で死亡した
31 歳の外国人実習生の残
業時間は 100 時間を超えて

 「非正規雇用自体が、命
 にかかわっている」

　 本書は、『雇用形態多様
化と労働者の健康』（2008 年
６月刊）の第２版として昨
年５月に発刊された。非正
規雇用が労働者の健康・命
にどのように関係している

かを科学的
に解明しよ
うとしてい
る稀有な一
書である。
　第４部―

非正規雇用と労働者の健康
 矢野英二、井上まり子編著
 労働科学研究所 2011 年５月 2625 円
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闘う路線を打ち立てた７・１関空全国闘争
泉州労組交流センター　中川育子

内から関空を食い破る
　７・１闘争の飛躍の契機に
なったのが、関空機内食工場
を解雇され、関合労に結集し
たＦさんの決起（４月）と職
場状況の把握でした。
　私たちは最初、「関空・伊丹
経営統合など必ず破産する」
と軽視していましたが、Ｆさ
んの決起で、「経営統合とは、
労働者への解雇、非正規化、
強労働で、資本が儲けるため
にやるのが本質だ」と気付き
ました。そして、「関空の中に
労働組合を作って内から関空
を食い破る」闘う路線を決断
したのです。
　関空島には１万 2500 人の労
働者が働いています（３年前
は１万５千人で、2500 人がリ
ストラ）。経営危機にあえぐ関
空会社は毎年入札価格を下げ、
労働者の時給は 10 年働いても
まったく上がらない、18 時間
拘束 16 時間労働を月７～８回

（女性も）等、関空島は「労
働監獄」です。機内食資本は、
外国出身のＦさんに「協調性
がない」と退職強要し、何の
説明もせず印刷した退職届に
サインさせ、「契約は終わった」
と実質解雇を居直っています。

Ｆさんは「自分だけのことで
はない。まじめに仕事をして
きた労働者を理由なく解雇す
るのは許せない」と立ちあが
りました。

千代松・泉佐野市長打倒へ
　さらに、自治体労働者の獲
得です。橋下・維新につなが
る千代松が昨年４月泉佐野市
長になってから、職員給与
20％カット攻撃、「こども園」
攻撃、今年さらに激化し「市
の名前を売る」、「震災不燃が
れき受け入れ－被曝労働強制」

「飼い犬税」「市の駐車場をコ
ンビニに貸す」など、新自由
主義攻撃を全面化させてきま
した。「泉佐野市で起きている
ことで関空と関係ないことは
何一つない。これこそ新自由
主義の命より金もうけ路線だ」
と批判して「千代松を打倒し
よう」と呼びかけて闘ってい
ます。
　泉佐野では、がれき受け入
れ－原発再稼働反対、「こども
園」反対で次々と若い女性労
働者が立ち上がっています。
市職員の闘いが鍵です。「職
員基本条例」を進める千代松
は橋下・維新と一体です。国
新自由主義を打ち破る路線を
持った労組交流センターが先
頭に立って、自治労・自治労
連傘下の労働者を組織し、９
月橋下打倒、10・１外注化阻
止に立ち上がる決意です。

――女性部から――女性部からひめじょおん

　７月１日、泉佐野市・末広
公園で泉州住民の会と関西労
組交流センター共催で関西新
空港反対全国集会を行いまし
た。160 名で、大成功でした。
　今回大きかったことは、関
空闘争を闘う路線を鮮明にし
たことです。関空建設は、国
鉄分割・民営化と一体の新自
由主義攻撃でした。資本家が
本体２兆９千億円、関連事業
を合わせると数兆円の空港利
権に群がるとともに、開港そ
のものが労働組合つぶし、外
注化、非正規化の新自由主義
攻撃だったと捉え返しました。
橋下は関空救済を道州制推進
のテコにしようとしています。
　破たんした新自由主義は、
資本の延命のために関空の経
営危機と自治体財政赤字の責
任を、関空と市で働く労働者
に転嫁し、解雇・賃下げ、外
注化・非正規化として攻撃し
てきています。「自治体労働者
と関空労働者こそ闘いの主体
だ。自治体と関空に新自由主
義と絶対反対で闘う労働組合、
労働運動をつくることこそ関
空闘争だ」とはっきりさせま
した。
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動労千葉労働学校で学ぼう ！

第 12 期労働学校日程

■基礎講座
　８月 18 日（土）　13：00 ～
　◆資本主義とはどういう社会か
　◆講師　鎌倉孝夫（鎌倉大学名誉教授）
■実践講座
　８月 25 日（土）　13：00 ～
　◆階級的労働運動再生の展望－関西地区生コン 
　　支部の闘いの地平
　◆講師　高英男（関西地区生コン支部副委員長）

■場所
　ＤＣ会館（ＪＲ総武本線「東千葉」駅前）

　６月 23 日に行われた第 12
期労働学校実践講座第２回

（テーマ「私が職場でやった
こと」講師　布施宇一）の受
講生の感想文を紹介します。
●星野さんを救う会
　動労千葉の戦闘性がいかに
形成されてきたのかを、動労
千葉の分離・独立と、ジェッ
ト燃料輸送阻止闘争を軸に

〝生〟の話を聞けてよかった。
話の中で印象に残ったのは、
三里塚と国鉄を路線的にすえ
きったことの優位性の上で、
不安や生活をかかえる組合員
を獲得するための本音を聞き
出し、路線的にも一つ一つ獲
得し、団結をつくり出してい
く活動家のたえまない闘いが
あったということだ。（中略）
一人の 100 歩よりも 100 人が
一歩を進むことの大切さとい
うことが出された。団結をい
かにつくり出していったのか
のカギだと思う。（後略）
●自治体労働者
　動労千葉の「闘争のすごさ」
だけが世間的に思われがちで
すが、その背景にある団結を
どう作っていくかつかみたい
と思い、参加しました。
　講演では「三里塚ジェット
燃料闘争」と「地本要塞化」
の方針をめぐって、どういう
話をしたのかがよく分かりま

した。
　「あそこまでや
るんじゃないか」

「言っていること
は正しいが……」
という当然出てく
る組合員の意見に
対して、どんな姿
勢で役員が接して
いたのか？　「職
場がどうなってい
るのかをよく聞く
こと」「相手が話
したくない時、話
してほしい時」を
よく考えることが基本なので
しょうか。（中略）こうした
日常の団結が「全員で会館防
衛」の体制だとか、「全員が
ストに入る体制」を作って
いったのだと思う（後略）
●動労千葉組合員
　私が国鉄に就職して 35 年
が過ぎた。動労千葉の組合員
の期間も同じで、この 35 年
の毎日が革マルとの闘いの
日々であったように感じる。
●労組交流センター
　「一人が 100 歩進む」とい
うことより「100 人が一歩進
む」ことの方が重要だ。「『100
人が一歩でも前進する』とい
う方向性を追求しなかったら
団結力は生まれない」という
提起は非常に重要（中略）。

中野顧問は「路線と義理・人
情が大事だ」と（中略）どん
なに正しい路線を提起して
も、現場の組合員が納得しな
ければ、それは正しい路線や
方針ではないと、組合員が納
得するまで何度も話し合いを
積み重ねて、闘いを通じて路
線や方針が組合員自身のもの
になっていくことが、労働組
合として重要であるというこ
とを、今日の講義では何度も
強調されていた（中略）。こ
のあり方が 30 年以上ものあ
いだ貫かれているのが動労千
葉をつくっている土台である
ということ、これが動労千葉
だけに限らず、これからの労
働組合復権のカギになるとい
うことを強く思いました。
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　新型輸送機ＭＶ 22 オスプ
レイ 12 機が、７月 23 日に米
軍岩国基地に搬入されました。
現地では早朝から 500 人の労
働者人民が基地対岸に集まり、
オスプレイ陸揚げに抗議しま
した。反戦共同行動委員会の
中国・四国の仲間たちも、こ
の抗議行動に参加しています。
また、日常的に厳戒警備が敷
かれている首相官邸前でも、
200 人がオスプレイの沖縄配
備に反対する抗議行動に起ち
上がっています。原発再稼動
に反対する抗議行動とともに、
危機に立つ野田政権を直撃す
る闘いになっています。
　山口県岩国市は、筆者の生
まれ故郷です。山口県はもと
もと保守的な政治風土をもつ
地方と言ってよいと思います。
民主党政権が誕生した３年前
の総選挙においても、県内に
ある４小選挙区うち岩国地域
を除く３選挙区で自民党が勝
利しているほどです。現岩国
市長・福田良彦氏も、空中給
油機配備問題などで政府と対
立した前市長を選挙で破った
自民党員です。しかし、オス
プレイ搬入に対する岩国市民
の怒りは、当初何も問題視せ
ず搬入を容認しようとしてい
た岩国市長をも揺り動かして

んな危険な武器を有無を言わ
せずに地元に押しつけ、それ
に抗議する地元の声をまった
く聞こうとしない政府、政治
のあり方に対して怒っている
のです。原発再稼働に関わる
政府の態度とまったく同じで
あり、オスプレイ反対の声と
原発再稼働反対の声は同じ底
流から発せられています。も
うこんな政治は耐え難い！　
もうこんな政権は許せない！
こんな社会は根本的に変えな
ければダメだ！　何が「国民
の生活に責任がある」だ。何
が「国民の生活が第一」だ。
こうした怒りであるからこそ、
この闘いは永続的であって、
日米安保体制の打破までやむ
ことはありません。８・５ヒ
ロシマ－オキナワを貫く闘い
に、反戦共同行動委員会は全
力で決起しましょう！

※「日米安保とは何か（下）」
は次号に掲載します。

性」の思想などありません。
軍事的要請にいかに応えるか
のみが問われており、その武
器を使用する兵士の安全など
二の次三の次、ましてや周辺
住民の安全など想定の外です。
その最たる存在がオスプレイ
です。
　岩国市民の怒りは、沖縄県
民のオスプレイ配備反対の闘
いと完全に一体であり、８・
５沖縄県民大会の 10 万人を
超えるであろう闘いにがっち
り連帯する闘いを生み出して
います。沖縄－本土を分断す
ることで辛うじて成り立って
きた日米安保体制を、その根
底から打ち破る闘いの始まり
です。安保闘争の新たなシー
ンへの突入となっています。
　こうした事態が生じたのは
偶然ではありません。オスプ
レイが安全か危険か。岩国市
民・沖縄県民の問題意識は、
今やこうした点にとどまって
いるわけではありません。こ

―反戦共同行動委員会ー

オスプレイ搬入を弾劾する
北島邦彦　反戦共同行動委員会事務局長

米軍岩国基地へのオスプレイ搬入抗議闘争に
中四国の仲間も決起（７月 23 日　岩国市）

地平線

反対の姿勢をとらせ、〝街
ぐるみ〟の闘いへと発展
しています。
　そもそも「安全性の確
認をする」などと言って
いる、野田首相のペテン
を許してはなりません。
本来的に武器には「安全
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 新聞記事、ネット配信記事

●原発の炉心に「飛び込む特攻隊」「被曝要員」
として使い捨てられる下請け労働者【6/6 Ｈ
Ｐすくらむ】
●消費税動かした「財・労・官」　最終局面
に来た社会保障と税の一体改革関連法案の成
立。裏にいたのは日本経済団体連合会と日
本労働組合総連合会、そして財務省だった。

【6/26 ＨＰ　日経ビジネス・時事深層】
●「違法ダウンロード刑事罰化」に潜む〝国
家権力〟のおぞましい思惑　【7/5 ＨＰ　暗
黒夜考】
●不安定な非正規教員に反響　教育の質に関
わる悩みも【7/6 東京】
●雇用流動化へ「40 歳定年を」　政府が長期
ビジョン【7/7 日経】
●息子よ　原発作業員の母【7/7 ＨＰ　福島 
フクシマ ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ】
●正しい報道ヘリの会 7.16 さよなら原発 10
万人集会 空撮写真【ＨＰ fotgazet（フォト
ガゼット）】
●大阪維新の会のマニフェスト「維新八策」、
改定案の狙いは「若者重視」にあり「最新版
の八策をまとめるにあたって、橋下大阪市長
がこだわり抜いたことがあります。それは『で
きるだけたくさんのグループがイヤがるマニ
フェストを作ろう』ということでした」【7/17
ＨＰ週プレニュース】

 労働組合状況

●国鉄労働者 1047 名解雇撤回闘争における
学者・文化人の支援運動　芹澤寿良【ＰＤＦ
で公開。5/8 現代労働組合研究会ＨＰ】
●全労連の研究／地域を結節点に、産業と業

種に責任を負う労働組合へ――「組織紘大強
化中期計画案」を深めるために　全労連組
織局長 斎藤寛生　2012.5.19 付／この社会を
変える展望　新しい労働運動とナショナル
センターの役割　全労連組織局長寺間誠治
2010.7.3 付【ＰＤＦで公開。5/19 同上】
●社会保障・税一体改革関連法案の衆議院可
決にあたっての談話　南雲弘行 連合事務局
長【連合ＨＰ 6/26】
●連合会長、民主との協力見直しも　自民党
本部で講演【6/28 朝日ほか】
●ロサンゼルスでウォルマートに対する大規
模デモ（６月 30 日）【ＨＰ レイバーネット】
●政府と日航はＩＬＯ勧告を真摯に受け止め
解雇問題の早期全面解決を（日本航空乗員組
合、ＣＣＵ声明）【航空労組連絡会ＨＰ 7/5
付】
●連合山口がオスプレイ反対集会　「たとえ
与党でも反対」【7/16 朝日】

 政府・行政当局などの資料

●国家戦略会議　第７回　フロンティア分会
会【7/11 首相官邸ＨＰ＞国家戦略会議】

 書籍・雑誌・機関誌類資料

●「橋下『改革』対抗論――問われる公務員労
働組合のゆくえ」熊沢誠【『ＰＯＳＳＥ』Vol.15
／ 2012 年６月／堀之内出版】
●「［特集］大阪維新の本質と危険性」【法と民
主主義／2012年６月号】
●「継続中のＪＲ雇用問題　無視するメディア
には『教室』の審判の時」高嶋伸欣【週刊金曜
日／７月 13 日付】
※おことわり　一部、発出時期が古い情報あり。

Pick Up 2012 年 6 月～ 7 月の労働運動関連情報
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●ＡＡＦＥＳのパート
制度導入撤回で全駐労
沖縄地本が第１波スト
突入

　　沖縄労組交流センター

  ７月 13 日、全駐労沖縄地
区本部はＡＡＦＥＳの再雇
用労働者へのパート制度導
入の撤回を求める第１波 24
時間ストライキに突入しま
した。当日は、15 カ所の米
軍基地ゲートにピケ隊が配
置、９時からキャンプフォ
スター（米軍司令部）前の
ストライキ本部には 700 人
以上の基地労働者が結集し、
ＡＡＦＥＳ職場を完全に労
働者の手によって止めまし
た。基地労働者のなかに自
分たちの持っている力への
圧倒的な自信が生みだされ
ています。
　今回のストは、ストに入っ
た労働者と、米軍権力の年
休行使（無給）を認めない
という弾圧をはね返してＡ
ＡＦＥＳ 1600 人すべての基
地労働者が団結を固めて闘
いとった勝利です。ＡＡＦ
ＥＳ職場は青年・女性労働
者の多いところで、第１波

働者は「賃金が半分でどう
やって生きていくのか。こ
れを認めてしまったら、若
い人たちやすべての基地職
場に広がる」と発言してい
ます。新自由主義に対する
根底的な怒りです。ストラ
イキは基地労働者の生きる
ための闘いです。
  政府や米軍権力は、今回
の第１波ストライキへの報
復的な弾圧を狙っています。
かつての全軍労闘争を闘っ
た全駐労組合員は「何も恐
れることはない。自分たち
には 140 万県民がついてい
る」と語っています。全軍
労闘争を闘った労働者と青
年労働者が一体となって、
軍権力を剥き出しにした弾
圧と対峙して、基地労働者
はいま必死に闘おうとして
います。この闘いは 10・１
ＪＲ外注化決戦とまったく
ひとつの闘いです。基地労
働者が動けば沖縄が動く。
時代は動き始めました。第
２波、第３波のストライキ
を貫徹し、10・１ＪＲ外注
化決戦に勝利しよう！ そ
してオスプレイ配備強行に
対する８・５県民大会を全
力で闘おう！
※ＡＡＦＥＳ（米陸軍・空
軍エックスチェンジサービ
ス） 食堂や売店など米軍基
地内の サービス部門など
の福利厚生施設のこと。

ストの主力はこの青年・女
性労働者たちです。彼ら彼
女らの渾身の決起が第１波
ストの勝利を確実なものに
しました。
  そしてなによりも今回の
ストの特徴は、当該のＡＡ
ＦＥＳの各分会でのオルグ
懇談会が積み重ねられ、現
場労働者がストライキ方針
を自らつくりだしたところ
にあります。これは 2007 年
の「格差給・語学手当の廃
止」攻撃に対する全駐労本
部の全国統一ストライキと
はまったく違っています。
その職場（分会）の現場労
働者の団結と決意がズケラ
ン支部を動かし、全駐労沖
縄地区本部はこれに突き上
げられストライキ指令を出
さざるを得なかったのです。
ここが第１波ストライキの
最大の核心点です。
  ＡＡＦＥＳの再雇用労働
者のパート化は、1987 年の
ＨＰＴ制度（時給制臨時従
業員制度）導入から始まっ
た新自由主義攻撃によって、
軍事基地そのものが外注化・
非正規職化されていくなか
でかけられてきた攻撃です。
ストに入った当該の女性労



29月刊労働運動2012年 8月号

家を誰も信用していないと
いう事実です。だからこそ、
司法権力が国家権力の最後
の番人として登場したので
す。われわれの闘いが敵を
ここまで追い詰めているこ
とに確信を持ち、労働者階
級や人民がひとつになって
闘う時が来ました。星野さ
ん奪還までともに闘いましょ
う。

●７・１星野奪還・東
京高裁包囲デモの地平
について

　　徳島労組交流センター

　「赤と黄色の旗が一緒になっ
てデモをしてるってすごい
ことだなあ」と７・１のデ
モを見て思いました。なぜ
今この時代に赤と黄色が結
合（＝団結）したのか。この
背景には、６・29 の首相官
邸 20 万人包囲行動に代表さ
れる巨万の人々の怒りの決
起があります。そして、階
級のリーダーが無数に生ま
れ始めたということです。
星野文昭さんのような階級
のリーダーが無数に生まれ
る情勢です。だからこそ、
一人との団結を守る闘いが
全体の団結を守り拡大する
んです。これをつかんだこ
とがわれわれの勝利です。
　次に、労働組合がなぜ星
野闘争を闘うのかです。そ
れは弾圧に対する労働組合
の立場を決める闘いである
と考えるからです。今で言
えば国労闘争団の組合員権
剥奪訴訟のように、労働者
のために声を挙げる組合員
は「お荷物だ」と、「邪魔
者なんだ」ということを体
制内労組指導部は強制しよ
うとしています。こうした
攻撃に対して反撃できるか
否かが、労働組合の団結の

度合と未来を決めるのです。
　もうひとつ、これは自分
たちの経験ですが、「自分
の産別のことで頭がいっぱ
いなのに、星野闘争のことな
んて考える余裕はない」「自
分は忙しいから、このこと
はあの人に任せよう」とい
う思いとの格闘です。自分
がめざしていることと真逆
のことをやってはダメだと
考え、この「忙しさを理由
にした逃げ」と決別しなけ
ればと思いました。
　この過程を通してわかっ
たのは、多忙化とか他の人
のことを考えられないとい
うこと自体が、資本家によ
る団結破壊の攻撃であると
いうことでした。まさにこ
れが外注化攻撃につながる
のです。資本家は労働者を
団結させないために、合理
化や賃金の差などあらゆる
分断をやってくる。そして
最終的には労働運動のこと
なんか考えられないほどに
まで追い込んでいく。
　であるならば、一人の仲
間を大切に思い、団結の力
でもって困難なことを成し
遂げていくことは、資本家
に対する最高の反撃です。
それを勝ちとることそのも
のが団結をつくり守る闘い
だとつかみとりました。
　昨年の３・11 以後突き出
されたのは、政治家や資本


